福音の手紙　３回目の出会い

どうしたら神様に会えるのでしょうか
	イエスは彼に言われた。「わたしが道であり、真理であり、いのちなのす。わたしを通してでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません。」(ヨハネの福音書14章6節)


１.　神様は霊です。
(1)霊なので肉眼では見えません。
(2)霊なのでだれによっても、何によっても制限されません。 
①人間の手によって制限されるものは神ではなく、偶像です。
②そして、偶像を通して悪霊が働くのです。 (Ⅰコリ10:20)
(3)霊なのでどこにでもおられます。 (詩139:7～12)
(4)全知全能なる方です。
(5)その名をヤーウェと呼ばれます。(出3:15)
(6)人間は霊的な存在なので、霊である神様と出会うことを救いと言います。(イザ40:18～31)
２.　ところが人間は肉体を持っているので、
(1)神様を見ることができません。
(2)人間の霊は肉体の中に制限されています。
(3)その霊が肉体から離れることを死と言います。
(4)救いの機会は、霊が肉体の中にとどまっている時だけです。

３.　救われなければ神様に会うことはできません。
  (1)霊である神様が、人間を救うために、人間となってこの地上に来られました｡(ヨハ1:14)
　(2)その方には罪がなく、その霊は神ご自身です。(Ⅰコリ15:45)
　(3)その方がイエスです。(マタ16:16-20)

1 生ける神の御子－人となられた神様(神性と人性) 
②キリスト－大祭司、王、預言者(３つの職分)
(4)イエスをキリストと告白し、心の中に受け入れることが神様に会える道です。(ヨハ1:12、黙3:20)　　 
(5)その瞬間、聖霊が内住します。それが救いです。(ヨハ14:16)
(6)その瞬間、悪魔の束縛から永遠に解放されます。
(7)今、イエス様をキリストと信じて、あなたの心の中に受け入れませんか？ 

４.　神様が私とともにおられる証拠
  (1)聖霊が私のうちに住み始めると、毎日聖なる生活へと、導かれます。(ヨハ14:26,27)
　(2)聖霊の導きの中で、聖書を通して神様のみこころを知るようになります。

　　①聖書は生きて働く神様のみことばです。(ヘブ4:12)
　　②みことばに聞き従う時に、私の霊は生きます｡(詩119:25)
(3)罪を解決する時、聖霊の導きを受けるようになります。(詩66:18、ガラ5:16-18)
　(4)時間を定めて、祈りの課題を決めて、切に祈り続けると力を受けます。
　(5)悪魔は惑わす霊(悪霊)によって私たちの信仰と生活を妨害しようと働き続けます。
ゆえに常に聖霊に満たされることが必要です。 (エペ5:18)
　(6)聖霊に満たされると力が与えられます｡(使徒1:8)
　 　①自分自身に対して
　　 ②この世に対して
　　 ③悪魔に対して
　(7)伝道の門が開かれます。
　(8)神様が生きて働いておられる証拠が生活に現れるようになります。
(9)ヨハネ14:6のみことばが理解できますか。
